
 

 

 

 

 

 

 

 

資   料 



１ 策定体制 

 景観まちづくりを推進するためには市民・事業者、行政が景観まちづくりの目標を共有したうえで、

それぞれの主体が互いの役割を認めつつ、協働を基本とし展開することが重要です。このため本計画

の策定にあたっては、住民検討会やワークショップ、市民勉強会等、様々な市民参加の取り組みを積

み上げ、その意見を反映して策定してきました。 

 

 

 
市 川 市 景 観 形 成 委 員 会 

構成員：学識経験者４名、関係団体推薦者（市内在住）４名、公募市民４名、市職員２名 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の枠組み 
庁内体制 

モデル地区検討班 
・活動期間(15 年) 
・関係課職員 13 名 

反映 

市民意見と参加（全市的な展開）

景観基本計画 

モデル地区での実践 

小学生ワークショップ      

市民ワークショップ       

地域住民検討会         

地域住民アンケート       

住民意見と参加（地域での展開）

景 観 条 例 

市民アンケート          

シンポジウムや勉強会       

都市計画マスタープラン地域別懇談会  

景観形成ガイドライン 
景観形成ガイドブック 

反映 
調整 

庁内ワーキング グ

ループ 
・活動期間(13～14 年) 
・関係課職員 16 名 
・公募職員 4 名 

検討・調整

反 映 

情報公開  

 

 

 

 

 

 

 

情報（ＩＴ）の活用 

広報紙の活用 

地域のかわら版の活用 

市川ケーブルテレビによる放送 

「まちば」掲載（千葉県まちづくり公社発行）電子会議室 

ホームページによる情報 

メディアの活用 
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２ 策定の流れ 

 
市川市景観形成委員会 庁内組織 市民参加・広報等 

 

 

庁内ワーキンググループ活動 
 
４グループに分かれゾーン毎
の景観づくりの現況を整理 
 
北西グループ（国府台・国分）
北東グループ（中山・大町） 
中央部グループ（市川・八幡）
南部グループ（行徳・江戸川）

 

第１回景観形成委員会 
平成14年７月19日 
・策定方針の確認 

景観形成委員会市民公募 

第１～２回 
景観アドバイザー懇談会 

第３回景観アドバイザー・ 
庁内ワーキンググループ合同会議 

第１～４回庁内 
ワーキンググループ 
 
・先進都市視察 
・現況調査 
・景観資源の評価 
・景観資源活用方策等 
 
景観基本計画の検討に
おける前提条件等とし
て整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

成

14 

年

度 

 

 

 

平

成

13

年

度
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第１回市民アンケート調査(10月) 
市民が考える市川の景観 
市内2,000名（回収702名） 
ホームページの掲載 
景観の取り組みとスケジュール 

広報いちかわ１面 
・景観基本計画の策定に向けて 

市民意見交換会 
平成14年2月23日 
・景観づくりの進め方 
市民 20 名が参加 
第１回市民アンケート調査(10月) 
景観づくりの進め方(方策等) 
市内 1,605 名在勤者 500 名 
（回収 548 名） 
第 2 回～3 回都市計画マスタープ

ラン地域別懇談会（４地域） 
・問題・課題の共有化 
・景観に関する意見募集 
 

景観まちづくり勉強会 
・先進都市事例 
・景観まちづくりをみんなで考え

るワークショップ 
第２回景観形成委員会 
平成14年9月27日 
・基本要素の検証 
・現況、問題点の整理 
第3回景観形成委員会

平成14年11月9日 
・ゾーン別の問題整理 
・全体課題の整理 
多目的ホールにて展示 
・景観基本計画策定状況 
・景観の問題点・課題 
・意見募集 



市川市景観形成委員会 庁内組織 市民参加・公表等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

成

14 

年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回景観形成委員会 
平成15年１月17日 
・モデル地区の選定 
・主要課題の整理 

第５回景観形成委員会 
平成15年3月26日 
・全体計画の検討 
・条例の論点整理 

第６回景観形成委員会 
平成15年5月16日 
・理念、基本目標の検討 
・モデル地区の検討 

第７回景観形成委員会 
平成15年7月28日 
・全体計画方向性整理 
・条例の検討 

第８回景観形成委員会 
平成15年10月8日 
・全体計画素案の検討 
・条例の検討 

第９回景観形成委員会 
平成16年1月14日 
・基本計画案の承認 
・ガイドライン、ガイドブ

ック案の承認 
 

フォーラムアイ(広報特集号) 
景観基本計画策定に向けて 
策定の進め方と考え方 
市川市の景観特性等 

 

 

 

平

成

15 

年

度 

 

庁内ワーキンググループ活動
 
４グループに分かれゾーン毎
の景観づくりの方針の検討と
モデル地区の検討 
電子会議室 
テーマ：景観に配慮したまちづくり

広報1月号景観フォト作品 

 
 

庁内モデル地区検討班 
（4月～9月） 
モデル地区での 

整備方策の検討  

モデル地区 
地域住民アンケート調査 
500名（回収150名） 

 

 
モデル地区検討班まとめ 
平成14年9月 
・景観整備のあり方 

庁内調整 意見のまとめ 
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多目的ホールにて展示 
・景観基本計画素案概要 
・意見募集 
フ

景

住

シ

市民ワークショップ(１～３回)
・景観基本計画策定状況 
・景観の問題点・課題 
・意見募集 
ォーラム

観基本計

民・小学

ップ 
小学生ワークショップ 
行徳小学校6年生130名 
問題抽出・未来のまちの姿
第1回～10回(7月～3月) 
モデル地区住民検討会 
地域住民中心25名 
アイ(広報特集号) 
画素案概要 
生とのパートナー
 
景観基本計画の策定・公表



３ 広報活動 
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観資源マップ 景 

景観まちづくりかわら版 

千葉県まちづくり公社 

市川ケーブルテレビ 

□景観まちづくりに対する市民意識の高揚を図るため、

本計画の策定にあたって調査した市内を代表する景観

資源をマップとしてまとめ、市民に配布し周知を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

□本計画の策定にあたって子どもたちの意見を反映す

るために開催した、行徳小学校6年生を対象とした小学

生ワークショップの模様が特集番組として１週間放映

されました。（放映日：平成15年7月26日～8月1日） 

 

 

 

 

 

□千葉県まちづくり公社にて発行される月刊誌「まち

ば」にて、行徳小学校６年生を対象とした小学生ワーク

ショップの取り組みが特集として組まれ、千葉県内各所

へ発行されました。（発行日：平成15年 10月） 

 

 

 

 

 

  

□本計画の策定にあたって、市民参加のモデルケースと

して選定した徳願寺周辺地区において、地域住民と行政

が協働で将来の景観まちづくりの検討を実施しました。

その経過を参加住民が主体となって「徳願寺周辺地区景

観まちづくりかわら版」として地元へ配布しています。 

 



４ 市川市景観形成委員会委員名簿 

  
 氏名（敬称略）   所      属  備 考 
学識経験者 

西 村 幸 夫 東京大学教授 会長 

木 下  勇 千葉大学園芸学部助教授 副会長 

高 木 彬 夫 Ａ＋Ａ建築設計事務所長  

前 川 俊 一 明海大学不動産学部教授  

関連する団体の職員 

 碇   均 民間まちづくり研究団体推薦  

近 江 利 雄 (財)千葉県建築士事務所協会推薦  

田 平 和 精 市川商工会議所推薦  

山 本 俊 哉 民間まちづくりＮＰＯ団体推薦  

市民 

上 野 美智子 市民選出 女性 （公 募） 

川 村 千 春 市民選出 女性 （公 募） 

長 澤 一 穂 市民選出 男性 （公 募） 

宮 岡 直 樹 市民選出 男性 （公 募） 
行政職員 
本 島  彰 建設局長  
小 林  巧 文化部長  

事務局 都市計画課 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○委員会委員 ○委員会の様子 
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